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創世記 45：1～28 
 

長い人生の中で、その時は分からなかったことが、後になって、これは神の計画だったの

だと言える事はないでしょうか。 

また、人生、最悪と思えるようなことが、後になって、神様が最善に変えて下さったのだ

と気付くこともあります。 

今はまだ、その途中かもしれませんが、ヨセフの話を通して、必ず最善に導いて下さる真

実なイエス･キリストを信じて、喜んで従っていく者とされましょう。 

 

今日の学びの要点  

  ヨセフの話を通して、滅ぶはずの私たちにもイエス･キリストによる逆転の 

人生が与えられたことを思い返し、感謝しましょう。 

私たちに神の子としての特権が与えられたこと。これも大逆転です。 

 

 

Ⅰ､自分を明かすヨセフ（創世記 44:1～13） 

１、ずっと、自分がヨセフであると､明かさなかったヨセフが、どうして

明かしたのでしょうか。 

 ―銀の杯の騒動から― （創世記 44:16） 
 

  ・兄弟がヨセフを売ったことを悔いている--- 神が見ておられ､あばかれた 

・ユダがベニヤミンの身代わりになると言った--- 兄弟が 1つになっている 
 

２、なぜ、ヨセフは自分を神が遣わされたと理解できたのでしょうか。 

（創世記 45:5～8） 

 ①神様が 17歳のヨセフに夢を見させ、預言的に将来の事を語られた。 

 ②ポテファルの家の獄中で献酌官長に出会った。 

③ファラオが不思議な夢を見た時に、献酌官長が思い出した。 

３、ヨセフの兄弟たちが来たことで、ファラオも家来たちも喜びました 

どうしてでしょうか。（創世記 45:16～20） 
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①ファラオの夢を解き明かしたヨセフ…現実になる：ヨセフは神の人である 

・創世記 41:48～49…７年の大豊作の貯蔵 

・創世記 41:55～57…７年の大飢饉…エジプトだけでなく世界中から買いに来る  

②エジプト全土の統治者となったヨセフが定住してくれる。（創世記 45:8） 

 

Ⅱ、逆転の人生   

１、それぞれの人生の逆転をみましょう。 

①ヨセフの人生の逆転（創世記 39章～45:8） 

・奴隷として売られた 

 ・ポテファルの妻により、投獄され囚人にされた 

 ・献酌官長に忘れられた 

 

②兄弟たちの人生にも逆転･･･ 銀の杯の騒動から（創世記 44:16～34） 

・ヨセフを奴隷として売った兄たち 

・皆エジプトで奴隷になってもよいと言った 

・ベニヤミンがエジプトの奴隷になるはずだった 

・ユダがエジプトの奴隷になるはずだった 

 

３、この話の中に、イエス･キリストのことが証しされているところを 

  合わせて考えてみましょう。 

 ・父ヤコブ＝死んだヨセフが生きていた…エジプトからの馬車（創世記 45:25～27） 

・私たち＝十字架で死なれた主イエスは復活して生きている…聖霊が遣わされた 

（ヨハネ 14:26） 

・ヤコブ一族＝ヨセフのおかげで、エジプトの最良のものを与えられた（創世記 44:18） 

・私たち＝主イエス･キリストのおかげで、神の国の最良のものを与えられる。 

（マタイ 6:33、ローマ 14:17） 


